
毎年１１月恒例の感染症対策委員会主催の感染症予防研修が開催されました。

今年は、インフルエンザ・ノロウイルス・手洗い研修については、サラヤの渡辺さんを講師に

迎え職員３２名が参加し、講義を聞いたり実際に手洗いをして、汚れをどの程度落とせてい

るのかブラックライトでチェックをしました。この時期手荒れなどがあると、汚れが荒れている

皮膚の部分に入り込み、落ちにくくなるため、日常のハンドケアも大事になります。

吐物処理研修には、４３名の職員参加がありました。疑似嘔吐物を使用して、実際に広い

フロワーを使用し吐物処理方法を演習しました。毎年行われる研修ではありますが、もしも

の時に役立てるため、皆さん真剣に取り組まれていました。

いよいよ、感染症の流行しやすい季節となります。利用者様・職員含めて感染症予防に努

めていきましょう。まずは、手洗い・うがい・マスクの着用を心がけてくださいね。

講師：サラヤの渡辺さん


